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I 全 国 が ん 登 録 の 概 要 

Part I   Outline of National Cancer Registry 

 

第 1 章 事業の概要 

Chapter 1   Brief Summary 

１. 事業の概要 

1） 目的  

全国がん登録は、がん医療の質の向上、がんの予防の推進、情報提供の充実およびその他

のがん対策を科学的知見に基づき実施するため、がんの罹患、治療、転帰等の状況を把握し、

分析することを目的とする。 

2） 対象及び客体 

がん登録等の推進に関する法律（平成 25年法律第 111号。以下「法」という。）によりが

んの初回の診断が行われたとして全ての病院及び指定された診療所（以下「病院等」という。）

から都道府県知事に届け出られた者及び市区町村長から報告される死亡者情報票によって

把握されたがんによる死亡者を対象としている。本概要は、2021 年に日本において診断さ

れた日本人及び外国人の事象を客体としている。 

3） 実施の期間 

2021年 1 月 1 日～ 同年 12 月 31 日 

4） 実施の方法 

病院等の管理者は、届出対象となっているがんの診断又は治療をした場合に届出票を作

成し、都道府県知事を介して厚生労働大臣に提出する。市区町村長は、死亡の届書（死亡届

及び死亡診断書等）に基づいて死亡者情報票を作成し、都道府県知事を介して厚生労働大臣

に提出する。厚生労働大臣は、提出された情報について照合等を行いデータベースに記録す

る。なお法第 23条の規定によりこれらの厚生労働大臣の権限及び事務は、国立研究開発法

人国立がん研究センター（以下「国立がん研究センター」という。）に委任されている。 

また、市区町村長による死亡者情報票の提出については、「がん登録等の推進に関する法

律に基づく死亡者情報票の作成について」（平成 27年 11月 24日付統発 1124 第 1号及び健

発 1124号第 2号）において、人口動態調査の死亡票の作成及び提出することをもって替え

ることができるものとしている。 
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5） 結果の集計 

集計は、国立がん研究センターにおいて行った。 

法第 2条によって定められた届出対象となる疾患を、「国際疾病分類腫瘍学 第 3版改訂

第 2 版」により分類し、「疾病、傷害及び死因の統計分類提要 ICD-10（2013 年版）準拠」

に変換した統計分類によって集計している。 

がん登録では、原発のがんを登録している。また、1人の人で、独立した 2種類以上のが

んが発見されることがある。その場合、それぞれのがんを独立して数えるため、延べ人数で

ある。 
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２. 調査票 

1） 届出項目一覧 

項目 

番号 
項目名 区分 

1  病院等の名称  

2  診療録番号  

3  カナ氏名  

4  氏名  

5  性別 1 男  2 女 

6  生年月日  

7  診断時住所  

8  側性 1 右側  2 左側  3 両側  7 側性なし  9 不明（原発側不明を含む） 

9  原発部位 テキスト又は ICD-O-3局在コードによる提出 

10  病理診断 テキスト又は ICD-O-3形態コードによる提出 

11  診断施設 1 自施設診断 2 他施設診断 

12 治療施設 

1 自施設で初回治療をせず、他施設に紹介又はその後の経過不明 

2 自施設で初回治療を開始 

3 他施設で初回治療を開始後に、自施設に受診して初回治療を継続 

4 他施設で初回治療を終了後に、自施設に受診 

8 その他 

13  診断根拠 
1 原発巣の組織診  2 転移巣の組織診  3 細胞診    

4 部位特異的腫瘍マーカー  5 臨床検査  6 臨床診断  9 不明 

14  診断日 自施設診断日又は当該腫瘍初診日 

15  発見経緯 
1 がん検診・健康診断・人間ドックでの発見例 

3 他疾患の経過観察中の偶然発見  4 剖検発見  8 その他  9 不明 

16  進展度・治療前 
400 上皮内  410 限局  420 領域リンパ節転移  430 隣接臓器浸潤 

440 遠隔転移  777 該当せず  499 不明 

17  進展度・術後病理学的 
400 上皮内  410 限局  420 領域リンパ節転移  430 隣接臓器浸潤 

440 遠隔転移  660 手術なし又は術前治療後  777 該当せず  499 不明 

18  外科的治療の有無 1 自施設で施行  2 自施設で施行なし  9 施行の有無不明 

19  鏡視下治療の有無 1 自施設で施行  2 自施設で施行なし  9 施行の有無不明 

20  内視鏡的治療の有無 1 自施設で施行  2 自施設で施行なし  9 施行の有無不明 

21 
外科的・鏡視下・ 

内視鏡的治療の範囲 
1 腫瘍遺残なし  4 腫瘍遺残あり  6 観血的治療なし  9 不明 

22  放射線療法の有無 1 自施設で施行  2 自施設で施行なし  9 施行の有無不明 

23  化学療法の有無 1 自施設で施行  2 自施設で施行なし  9 施行の有無不明 

24  内分泌療法の有無 1 自施設で施行  2 自施設で施行なし  9 施行の有無不明 

25  その他の治療の有無 1 自施設で施行  2 自施設で施行なし  9 施行の有無不明 

26  死亡日  

 

2） 届出票及び死亡者情報票の届出経路 

（届出票） 病院等  →  都道府県  →  厚生労働省 

（死亡者情報票） 市区町村 → 保健所 → 都道府県 ↑ 
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3） 電子届出票 PDF 
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電子届出票 PDF（続き） 
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３. 登録対象の範囲 

全国がん登録事業の登録対象は次に示す範囲である。 

1） 地域範囲 

日本国内に属する地域に設置された病院等及び都道府県知事に指定された診療所。 

2） 登録対象の地域的属性 

診断時住所が前掲の地域。外国、不明を含む。 

3） 登録対象の人的範囲 

国籍が日本、外国、不明を含む。 

4） 届出期間 

2021年 1 月 1 日～ 同年 12 月 31 日に診断及び／又は治療されたもののうち、原則と

して 2021年 12月 31 日までに届け出られたもの。 

5） 届出対象のがん（がん登録等の推進に関する法律施行令第 1条） 

① 悪性新生物及び上皮内がん 

② 髄膜又は脳、脊髄、脳神経その他の中枢神経系に発生した腫瘍（第 1号に該当するも

のを除く。） 

③ 卵巣腫瘍（次に掲げるものに限る。） 

境界悪性漿液性乳頭状のう胞腫瘍 

境界悪性漿液性のう胞腺腫 

境界悪性漿液性表在性乳頭腫瘍 

境界悪性乳頭状のう胞腺腫 

境界悪性粘液性乳頭状のう胞腺腫 

境界悪性粘液性のう胞腫瘍 

境界悪性明細胞のう胞腫瘍 

④ 消化管間質腫瘍（第 1 号に該当するものを除く。） 

詳細については、「全国がん登録届出マニュアル」の最新改訂版を参照のこと。 

6） 死亡者新規がん情報に関する通知の範囲 

死亡者情報票において、原死因として選択された死因を、同定後の患者の死因とすると共

に、死亡者情報票と全国がん登録データとの照合において、同定できなかった死亡者につい

ては、死亡者新規がん情報として、厚生労働大臣が都道府県知事に通知し、都道府県知事は、

当該死亡者情報の元となった死亡診断書を作成した病院等に対して、診断時情報の有無を

調査すると共に、全国がん登録の届出対象であった場合には届出を促す（法第 14条 遡り

調査）。 

  




